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いったことが推測される。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          
   複合辞「はずだ」が連体修飾する場合には、連体助詞「の」を介して「はずの」とい
う形で連体修飾する用法も明治期から見えている。 
3 おわりに 
以上の用例を検索し、分析した結果、次のようにまとめられる。 
（１）江戸語において、「はずだ」の基本的な意味用法はほぼ成立している。 
（２）「～はずだのに」という逆説的な言い方は、現代語では「～はずなのに」に変化
している。 
